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目的　衣服が人に与えるイメージには、色とともに柄のイメージが大きく影響している

と考えられる。そこで、基礎的研究として、基本的な衣服柄であるストライプ柄を取り上
げ、ストライプの幅や傾斜角度、形の異なる試料を紙を用いて作成し、それらのイメージ

に差異があるかを検討した。
方法　①ストライプ柄は黒と白の２色配色とし、ストライプ幅を5 、10、20、40≫≫の４

段階に設定した。②たてストライプを傾斜角度Ｏ度として、15 度間隔に90度（よこストラ
イプ）まで７段階の傾斜角度を設定し、計28種類の試料を作成した。試料の大きさは60c≫

X 30c・である。各試料のイメージを、たてストライプはS  D 法により求め、その他はたて
ストライプの試料を比較試料として、それとの比較により求めた。評価は15の形容詞対に

よる５段階評価とした。③傾斜角度30、45、60度の山形および谷形のストライプ柄を計24
種類作成し、同一の傾斜角度をもつ②の試料を比較試料としてイメージを測定した。④結

果は分散分析法、因子分析法を用いて分析した。
結果　①40 Jim幅のたてストライプは、「強い、はっきりした、大胆な、ふっくらした、

子供っぽい、丈が短い」などのイメージが強く、5  mm幅は、その逆のイメージと評価され
た。②傾斜角度が大きくなるほど、たてストライプより「丈が短い」という評価が高くな

った。また、ストライプを傾斜させると、たてストライプより「ふっくらした」イメージ
となり、幅の広いストライプほどその評価は高かった。③山形および谷形ストライプは、

比較試料より「派手な、活動的な、個性的な、立体的な」と評価された。
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目的　 視覚情報化社会においてファッション環境にもさまざまな変化がみられ､､人々も社会もそ

れぞれ影響を受けている。その中で、感性豊かな年代の女子学生が服装にどのようなイメージをも

っているのか、1993 年より経年的な調査を実施してきた。本報は被服造形学演習においてワンピ

ース・ドレスの創作、着装においてそのイメージ要因を検討し、経年変化から服装嗜好の資料とす

ることを目的とした。

方法　1 ）被験者　 女子学生（年齢18 ～21 歳）51名、2 ）生地購入時期　1996 年４月、完成　1997

年１月、3 ）色彩の視感判定、4) 布地の鑑別、5 ）形態の分類、６）着装評価　形容詞22 尺度　 ５

段階評定、7 ）主成分分析　 イメージ・プr=zフィール、相関行列、固有値、因子負荷量、個人値と

色彩との対応、イメージ空間に解釈を加えた。

結果　ワンピース・ドレスの生地素材は、季節の影響で天然素材のウールが殆どである。色彩は

黒、灰、黄赤系が多く、前報に比べ有彩色の出現が目立つ。形態では、スカート丈が短めの傾向に

ある。イメージ・プヨフィールは、「落ち着いた、上品な、好きな、女性的な、美しい」が上位。

「渋い、強い、洗練された」が中位である。形容詞間の相関は、「明るい、甘い」「やわらかい、

軽い」「軽い、明るい」「新しい、流行の」が高い。因子負荷量から、第３因子までの累積寄与率

は53.3% である。因子を意味空間で解釈すると、４つのタイプに分類される。

これらのことから、女子学生の服装嗜好は有彩色の出現により、女性らしさの表現に「軽快感」

と「落ち着き」の二面性がみられ、さらに流行とファッション性を意識した自己表現であることが

わかった。

207


